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 高度成長期に作られ、私たちの暮らしを支えてきた「インフラ」。老朽化が進み、莫大な維持更

新費が必要なことが明らかになってきました。 

 「国土の均衡ある発展」をスローガンに、１９６０年代から１９７０年代の高度成長期に整備され

た道路や橋、そして上下水道など。全国で通行が規制されている危険な橋は１３００ヶ所、水道

管やガス管の破裂も相次いでいます。私たちの豊かな生活を支える「インフラ」の維持、管理に

かかる費用は、年間９兆円にもなります。２０１０年には維持、更新費用が、新規建設費を超えて

しまいました。２０年後には維持、更新費用が年間１６兆円になるという試算が出されています。 

 首都東京においては、開業から５０年を迎える首都高速があります。１日平均１００万台が利用

する都心の交通網の要となっています。全長３００ｋｍの首都高速の維持、補修費は年間６００億

円もかかるそうです。しかし、交通の安全を担保しなくてはならない工事がたくさんあるにも関わ

らず、未補修箇所は９６０００ヶ所にも及びます。また、全国の水道管の長さは６０万ｋｍもあり、そ

の４分の１の１６万ｋｍが耐用年数を超えています。 

 全国では、人口の減少により人が住まなくなる地域が増加していきます。そして、２０５０年に

は今より３１００万人以上も人口が減ってしまい、９７００万人になってしまうことが予想される日本

において、どんな国づくりをしていくかは「インフラ」のことばかりではありません。 

 ちょっとビックリしたことなのですが、総務省が行った全国１１０ヶ所の自治体へのアンケート

で、「老朽化の実態を把握していますか」という質問に、８０％の自治 

体が把握していないと答えています。 

 来月、私たちの意思を示す衆議院議員選挙が行われますが、どん 

な未来の日本を創っていかなければならないかを、しっかりと示して 

くれる人や政党に投票したいと思います。 

 利益を受ける人達の意見を聞いてきた「受益者市民」から、現状か 

ら未来のまちづくりをどうしていくのかを丁寧に説明していき、市民 

との合意を得ていく「経営者市民」という形が必要な時代が来ている 

のだと感じています。 

【座右の銘にしたい名言】 

どうもがいてもだめなときがある。手を合わせるしか 

方法がないときがある。本当の目が開くのはそのとき 

である。              （相田みつを/詩人) 

インフラ 『ブラックシープ』の法則 

「ブラックシープ」という言葉はあまり聞くことがないと思います。英語では“厄介者”とか“はみ

出し者”という意味です。つまり「異端児」。 

 あまりいい印象では使われない言葉で、実際にも悪い意味として使われていることが多いよう

です。白い羊の中に一匹だけ黒い羊がいたとしたらどうでしょう・・・。かなり目立った存在になり

ます。 

小さい頃からの自分を振り返ってみると、みんなと同じことをすることにちょっと抵抗感があり

ました。何となく右といえば左と言いたくなる「あまのじゃく」なところは今でもあるようです。しか

し、人と違う考え方が悪いということではないと思うのです。人と違う視点で物事を見られるの

は、ビジネスにおいては“強み”になっています。 

日本人の傾向として、人と違うことをとても嫌う国民性があります。失敗したときのことを考えて

しまうからです。『ブラックシープの法則』は、「人と違うことを勇気をもってする」という意味です。 

どの世界も、「成功者」と言われる人たちは約５％しか存在しないと言われています。つまり、

成功者は５％、それ以外が９５％です。 

サッカーの本田圭佑選手はこう言っています。「何で他人が俺の進む道を決めんねん。自分

の道は、自分が決める」。これもまさに、ブラックシープの考え方だと思います。他の人が経験

できない失敗を自分の宝にして成長していきたいものです。 


